






要約:先天性肺炎および慢性肺障害の原因または悪化させる一因として CMV 感染症がどの

程度関与しているかを検討した。53 例の極小未熟児について生後 1週以内およびその後 1

ヵ月毎に退院時まで尿、咽頭ぬぐい液、気管内吸引物の CMV-DNA を polymerase chain 

reaction(以下 PCR)法を用いて検討した。7例が CMV-DNA 陽性であった。2例は気管内吸引

物が陽性となり CMV肺炎と診断された。この 2例は CMV 肺炎を疑わなければ、診断が付か

なかったと考えられ、慢性肺障害の約 10%は原因治療が可能な疾患が含まれていることが

分かった。高感度なPCR 法を用いて、尿で CMV-DNA をスクリーニングし、陽性となった慢

性肺障害の例では、気管内吸引物の CMV-DNA を定期的に検査することが、CMV 肺炎の早期

診断および早期治療に役立ち、ひいては慢性肺障害を軽減させると考えられた。 


